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土佐リハビリテーションジャーナル 投稿規定

１. 投稿者の資格は次の通りとする｡

１) 本学の専任講師が筆頭, または共著者であるもの

２) 本学の卒業生 (但し, 本学専任講師が共著者である場合に限る)

３) 本学の非常勤講師が筆頭, または共著者であるもの

４) その他, 土佐リハビリテーションジャーナル編集委員会が認めたもの

２. 掲載される原稿の種類は次の通りとする｡

１) 理学療法･作業療法･その他リハビリテーション関連領域に関するもので他誌へ投稿中, または投稿予

定でない次のものとする｡

(１) 原著

(２) 総説

(３) 報告

(４) 短報

２) 専任講師および各学科の研究･教育活動の報告

３) その他

３. 原稿提出期限は, 各年度6月末日までとする｡

４. 投稿の一般規定は次の通りとする｡

１) 誌面はＡ４版で, １ページあたり2000字程度 (48字×43行) とする｡

２) 原著・総説は図表を含め８ページ以内, 報告･短報は図表を含め４ページ以内を原則とする｡

３) 各論文の体裁は次の通りとする｡

(１) 表題, 著者名, 所属

(２) 和文の場合は, (１) の欧文訳

(３) キーワード３語

(４) 400字程度の要旨 (原著, 総説, 報告の場合)

(５) 本文

(６) 注, 文献など

(７) 200語程度の欧文のAbstract (原著, 総説, 報告の場合)

４) 単位は国際単位系(SI単位)を用いる｡

(例)

kg, cm, ℃, Hz, dB (decibel), mmol, min, rpm

５) 略語は括弧内にフルスペルで記載する｡

６) 文献の記載方法は次の通りとする｡

(１) 雑誌の場合は著者名：論文題目. 雑誌名 巻, 頁 (最初－最終), 西暦年号. の順とする｡

尚, 著者名は著者全員を記載する｡

(例)

１) 岡部孝生, 宮本謙三, 宅間豊, 井上佳和, 上野真美, 竹林秀晃, 宮本祥子：臨床評価実習前の

不安要因. リハビリテーション教育研究 ７：32－34, 2002.

２) Yutaka Takuma, Shoko Kono, Tokuji Motoki：TEN-MINUTE WALKING TEST FOR REPRODUCTING OF

THE ENDURANCE IN DISORDER OF THE PULMONARY FUNCTION.The 8th World Congress of the

International Rehabilitation Medicine Association Internationl Proceedings Division,

1021－1024, 1997.
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(２) 単行本の場合は著者名：書籍名. 発行所, 発行地 (外国のみ), 頁, 発行年. または著者名：論

文名. 書名, 編集者名, 発行所, 発行地 (外国のみ), 頁, 年次. の順とする｡

(例)

１) 宮本謙三：脳性麻痺. 標準理学療法シリーズ 日常生活と生活環境論, 鶴見隆正(編), 医学

書院, 56－59, 1997.

２) 嶋田智明, 金子翼：関節可動障害－その評価と理学療法・作業療法. メディカルプレス, 60-

66,1990.

３) Nashner LM:Compututerized dynamic posturography,Hnadbook of balance function

testing.MosbyYear Book,St Louis,280-307,1993.

５. 掲載の採否は土佐リハビリテーションジャーナル編集委員会で行う｡

６. 校正は原則として著者本人が行う｡

７. 原稿送付先

〒781－5453 高知県香美郡香我美町山北2833 土佐リハビリテーションカレッジ

｢土佐リハビリテーションジャーナル｣ 編集委員会 井上 迄

TEL 0887 (55) 0033 FAX 0887 (55) 0995

E-mail:ptrc.inoue@tosareha.or.jp




